
 鳥取県沖と隠岐周辺海域は15℃前後で先月より
2℃上昇し、平年並の値となっています。 

・島根沖冷水の沿岸への張り出し：島根沖冷水は先月に引き続き張り出しが強く隠岐   

                西方に接岸しています。 

・沖合の対馬暖流：対馬暖流は島根沖冷水の張り出しにより接岸傾向にあり、隠岐北

方に向かう流れが強くなっています。 

＊県内の漁獲情報については水産試験場ホームページ（鳥取県水産試験場で検索してくだ 

 さい）に詳しく掲載しています、ぜひご利用ください。  

掲載期間 5月下旬 
       ～6月中旬 

第153号 平成26年5月版 

試験船による海洋観測結果（5月上旬） 

 鳥取県沖と隠岐周辺海域は15℃前後で先月より2℃上
昇し、平年並の値となっています。 

 隠岐周辺海域は13℃前後で先月とほぼ同値でした。 

5月中旬 16.8℃ 
発行 鳥取県水産試験場（電話：0859-45-4500） 

平成２６年４月から下記２社の広告を１年間掲載することになりました。 

 水温は2～3℃で、沖合ほど水温が高くなる傾向が
みられました。 

平年並み 

（電話：0858-34-3321） 

  

                  
  
                
  

  
                  
  

鳥取沿岸の水温 
鳥取県栽培漁業センター 沈砂槽 
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表面 

いつの時代も、技術とサービスをもって水産業・漁業の皆様を支援してまいります 
 

西日本ニチモウ株式会社 
 

      本    社  山口県下関市小月小島2丁目3-17 〒750-1136 

                                      電話 083-282-4041（代表）  FAX 083-282-0424  

  境港営業所  鳥取県境港市栄町67番地  〒684-0006 電話 0859-44-0475   FAX 0859-42-6330 

代表取締役会長 相田  仁  

〒684-0006  鳥取県境港市栄町65番地 
TEL 0859-44-7171（代）  FAX 0859-42-6530  

                
  

                  

  

  

                  

                  
  

県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   

造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 
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造成浅場内に設置した竹林
礁周辺での調査風景 

造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 
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県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   

造成浅場内に設置した竹林
礁周辺での調査風景 

造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 

栽培漁業センター 

アカモクビジネスを支援！ 

 これまで未利用だった海藻を素材として、漁業者が収穫～加工、販売に取り組む「海

版葉っぱビジネス」を支援するため、アカモクを対象とした取組支援を県内各地で行っ

ています。 

 その結果、今年のアカモク出荷実績は、酒津、赤碕、泊、中山、網代の5地区に増加

しました。また、御来屋では、藻塩の原料としても利用されています。 

 ただし、今年は昨年に比べてアカモクの現存量が少なく、生長も悪い状況でした。 

 このため、酒津、泊、中山の各地区ではアカモクを増やす取組が行われます。当セン

ターも助言・指導しながら、今後もアカモクが安定供給できる体制づくりを目指します。 

  

                  
  
                
  

  
                  
  
                  
                    
  

  
                  
  
                  
  

水産試験場 

                
  

                  

  

  

                  

                  
    

                  
  

  
                
  

  
                  
  
                  
                    
  

  
                  
  
                  
  

                
  

                  

  

  

                  

                  
  

春イカ漁場調査を行いました！ 
○水産試験場では、漁業者の皆様がスルメイカの漁場を知り、効率的な操
業を行うことにより、燃油の削減が可能となるよう、イカ釣り漁船からの漁場
調査報告の取りまとめ及び試験船第一鳥取丸を用いて、春イカ（スルメイカ）
の漁場調査を行っています。 

【釣獲試験結果(4・5月）】 

【漁業体験研修】 
第一鳥取丸のイカ釣り調査（5月7日～8日）には漁業への就業を目指して漁
業体験研修を開始している五嶋さんが乗船されました。 

イカ釣り漁具の作成、ロープワーク等を体験し本人にとって充実した経験と
なったようです。 

今後も各浜を巡り様々な漁業種類（定置網、刺網、潜水等）を勉強していく
予定だそうです。 

20本
入り

25本
入り

30本
入り

40本
入り

50本
入り

バラ 計

東経33°52′～35°52′
北緯129°17′～133°24′

4月上旬 23地点 38 12 14 19 0 5 72

東経34°27′～35°52′
北緯130°1′～134°19′

4月中旬 12地点 6 8 13 23 10 13 53

東経34°42′～35°51′
北緯129°37′～134°9′

4月下旬 21地点 10 31 32 23 13 6 88

東経34°48′～37°04′
北緯130°29′～136°19′

5月上旬 22地点 21 20 13 14 5 16 57

東経34°42′～37°28′
北緯130°19′～138°21′

5月中旬 18地点 5 19 70 40 5 37 108

調査地点 調査時期
平均漁獲量(箱数／日)

調査点数

○9トン型いかつり漁船（鳥取県船）と第一鳥取により合計96点での調査を
実施 

○4月上旬から中旬にかけては山口沖の海域、4月中旬～5月上旬にかけ
ては隠岐海峡及び本県沿岸域に広く漁場が形成されました。 

○5月中旬頃からはさらに漁場が北方へと移動し、現在は福井沖で多い船
で1隻当たり300箱以上の水揚げがあります。 

 

 

５月上旬の
水塊配置と
対馬暖流 

造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 

造成浅場内に設置した竹林
礁周辺での調査風景 

造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 

★水産課からのお知らせ★  

 6月1日イワガキ解禁！ 
今年もいよいよイワガキシーズンが到来！ 

ノロウイルス・貝毒検査もクリアしたということで一安心。
あとは、大漁であることを祈るばかりです。 

なお、県では現在、イワガキの増産を目指して、イワガキ
礁の整備を進めています。 

 ■今月の漁業許可証更新情報  

 平成26年5月から6月までに許可の更新が必要な漁業種類は以下のとおり 

   平成26年5月31日まで・・・中型まき網漁業（もじゃこまき網）、小型まき網漁業（もじゃこまき網） 
    平成26年6月30日まで・・・機船船びき網漁業（さより船びき網）  

 ■遊漁船登録業者の皆様へ 
 遊漁船登録に保険期間等の変更があった時は、変更申請をお忘れなく 

 日野川でアユ放流 

５月１６日（金）に日野川で日野川水系漁協が
例年行っている放流行事と連携し日野保育所
の園児の皆さんとアユの稚魚を放流しました。 

 千代川でアユ放流 

５月１５日（木）に千代川で千代川漁協が例年
行っている放流行事と連携し用瀬小学校の児童
の皆さんとアユの稚魚を放流しました。 

 ととリンフェスタ 今年度も県内各地で放流イベント等を開催中 


